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昆虫には tyrosine 代謝産物である dopa， 3 , 4-dihydroxy phenyl acetic acid, protocatechuic acid の存
在するととが証明されている。これらの物質は昆虫の外皮の硬化や眼色素形成に重要な働きをなすようで
あるが，その詳細は不明である。そ乙で著者はこの点を明らかにする目的で，キイロショウジヨウパエの





訟によった。発色剤としては Gibsのphenol 試薬， diazotized sulfanilic acid らを用いた。 Rf.05 に出現
するフエノール試薬陽性物質 (ca一物質)の spot は claret 系統に特に著明で，他の系統ではかすかであ
った。
I ca- 物質の化学構造 ca一物質をIN 塩酸中で 100 0Cで， 10時間加水分解を行った後，減圧濃縮しデ
塩酸を除いた後に酢酸，ブタノール，水(1:4:1)混合液を溶媒としてペーパークロマトグラフイーを
行った。 Rf 0.16にaniline hydrogen phthalate による糖反応陽性の spot が出現し，二次元クロマトグラ
フイーの結果より glucose と判明した。叉 Rf.0.8 及び 0.4 にアンモニア性硝酸銀反応l湯性の spot が出
現し，且つ両 spot は James の catechol 反応陽性で、ある。後者は Nynhydrin 反応弱陽性で， その Rf
は hydroxytyramine と一致することがわかった。 Kirschner や佐野等は catecholamine の分離に IRC-
50 樹脂によるカラムクロマトグラフイーを行っているので， この方法を応用して加水分解液をしらべた
ところ， hydroxytyramine と同じ場所に Rf 0.4 の物質が溶出されることがわかった。叉吸収スペクトル
-166 
も一致することから， Rf 0.4 の物質は hydroxytyramine と考えられた。
加水分解を30分で、止めると， Rf 0.8のspot のみ出現し，更に加水分解を続けると Rf 0.4 の spot も出現
する。叉 ca一物質を酢酸緩衝液 (pH5.5) 巾で emulsin (ß-glucosidase) と働かせると， Rf 0.8 のspot
と Rf 0.16 の glucose の spot が出現する。
以上のことから，酸又は酵素的加水分解により ca一物質は glucose と Rf 0.8 の物質に分解し，更に後
者は酸加水分解により， Rf 0.4 の物質すなわち hydroxytyramine を遊離するととが明らかとなった。叉
i戸紙電気泳動の結果より， ca一物質と Rf 0.8 の物質は中性， Rf 0.4 (hydroxytyramine) は塩基性物質で、
あることがわかり， hydroxytyramine のアミノ基が他の反応基と結合していることが考えられる。そこで
関の脂肪酸カラムクロマトグラフイーを応用して， Rf 0.8 物質の塩酸加水分解波をしらべたところ， 酢
酸がその中に寄在することがわかった。
総括
以上の結果より， ca-物質は N-acetyl hydroxtyramine glucoside と考えられる。
glucose一手二〉印刈-NH-C川
この物質は踊の終期に最も多量に荏在し，羽化時に meconium と共に排出される。 このことはこの昆
虫の尿酸排出と同じ振舞である点より， ca一物質は排j世物質とみなされ得る。 ca- 物質の生成に関与する
遺伝子が，第 3 染色体の claret 遺伝子と密接に連関はするが， claret 遺伝子そのものにより支配されない
乙とが遺伝子分析より明らかになったので，この系統の特色である眼色素形成異常とは直接的には関係が






明である。 この点を追究する一方法として， キイロショウジヨウパエの突然変異に含まれる phenol 性
物質を調査していたところ，或る突然変異 (ca- 系統)に特異な phenol 性物質(以下 ca一物質と記す
る)が多量に含まれていることを知り，その化学構造を明らかにした。
ca-物質の塩酸加水分解液を酢酸:ブタノール:水 (1:4:1) 混合液を溶媒としてペーパークロマ
トグラフイーにより検査した。 Rf 0.161こ aniline hydrogen phthalate による糖反応陽性の spot が出現し，
二次元クロマトグラフイーの結果から glucose と判明した。叉 Rf 0.8 及び 0.4 にアンモニヤ性硝酸鋲反
♂応陽性， James の catechol 反応陽性の spot が出現した。後者は nynhydrin 反応陽性で， Rfゃ IRC-50
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によるカラムクロマトグラフイー及び吸収スペクトルから hydroxytyramine と決定した。
ca一物質をEmulsin (ß-glucosidase) と反応させ， その反応、液をペーパークロマトにより検査すると，
Rf 0.8 の spot と glucose が出現し， Rf 0.8 の spot は更に酸加水分解により Rf 0.4 (hydroxytyramine} 
の spot に変る。
叉炉紙電気泳動の結果より， ca一物質と Rf 0.8 の物質は中性， Rf 0.4(hydroxytyramine) は塩基J性物
質であることがわかり， hydroxytyramine のアミノ基が他の反応基と結合している乙とが考えられた。
事実 Rf 0.8 物質の酸加水分解液中に酢酸が脊在することがわかった。以上の結果から， ca一物質は N­
acetyl hydroxytyramine glucoside と考えられる。
乙の物質は蛸の終期に最も多量に存在し，羽化時に meconlum と共に排出される。以上の ζ とはこの=
昆虫の尿酸排出と同じ過程をとることから， ca一物質はこの系統では排出物質とみなされ得る。物質の生
成に関与する遺伝子は遺伝分析の結果， ca- 遺伝子と分離することから，この系統の特色である眼色素形
成異常とは直接的には関係がないと忠われる。昆虫での ca 物質ゃ hydroxytyramine の生物学的意義に
ついてはまだ明らかで、ないが，動物にこのような形の glucoside が葎在することは極めて興味のある事実
と考えられる。以上のことより考えて大久保君の研究は医学博士の学位を受ける充分の資格があるものと
思われる。
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